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世界規模の学校間交流学習ネットワーク
第６回Ｉ＊ＥＡＲＮワークショップ

津市

―IT化された学校をグローバルな人のネットワークで生かす―

会場：津市三重県庁厚生棟一階 Ｓ１０５会議室

平成13年5月24日木曜日 14時00分～16時30分

発表者

高木洋子　I*EARN　Japan　
畑井克彦　伊丹市教育委員会

臼井康展　名張市国津小学校
船越美穂　Schools Online Japan
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第６回I*EARNワークショップ　津市　概要

アイアーンの世界

このワークショップでは、総合的な学習の時間にプロジェクト学習として使え、参加することが国際交流につながるという「アイアーンの世界」を紹介します。９３カ国、４０００校、４０万人の世界の子供たちが創意・研究・喜びを持って参加しているプロジェクト、教師のネットワーク、ウェブ上のフォーラム、国際会議、実践報告、成果物など国際間プロジェクト学習に関する情報を、身近に詳細に得ることができます。　総合的に或いは個別に皆さんの抱える問題や不安を一緒に検討し、日本の子供たちも世界という舞台へ立たせましょう。

日時

：平成13年5月24日木曜日

 14時00分～16時30分

場所

：津市三重県庁　厚生棟一階 Ｓ１０５会議室

主催　　　　　：SCHOOLS ONLINE JAPAN

共催　　　　　：グローバルプロジェクト推進機構JEARN  

後援　　　　　：三重県教育委員会　　    

協賛　　　　　：財団法人国際コミュニケーション基金

対象　　　　　：教育関係者（含む生涯学習）

参加費用
： 無料

内容　挨拶・紹介（全員）　　　　　　　１０分

　　　アジェンダ他　　　　　　　　　　　５分

　　　I*EARNの世界　紹介　　　　　　８０分

      総合的な話し合い　　　　　　　　１５分

個別,グループで取り組み検討　　　３０分

まとめ　　　　　　　　　　　　　　５分

アンケート記入　　　　　　　　　　５分

終了後　懇親会　（場所未定・希望者・実費負担）

連絡先　　　

ＳＯＪ　担当　今村澄子　imamura@mediafusion.co.jp　　　　　　　

JEARN事務局 高木洋子　　iearn@jearn.kyushu-id.ac.jp
今日の目標

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を掴む！
第６回　Ｉ＊ＥＡＲＮワークショップ　津市

―ＩＴ化された学校をグローバルな人のネットワークで生かす―

学校のIT化は学校の国際化でもあります。しかしインターネットやパーソナル

コンピュータを使って、国際交流学習をいざ！となると、超えなければいけないハードルが、先生の前に幾重にも待ち構えています。

例えば：

○　海外の相手校をどう捜しますか。

○　その先生のメールアドレスがわかりますか。

○　双方の生徒が興味を持続して学習を続けるテーマをどう決めますか。

· 社会的価値のあるプロジェクトにすることができますか。

· 交流の実践事例を知るには、どうしたらいいですか。

○　参加できるプロジェクト情報はどこにありますか。

○　希望するプロジェクトがあった場合に、どうやって申し込みますか。

○　洪水のように溢れる英語の情報の中で、必要な情報をどう探しますか。

○　メール交換・掲示板・HP・テレビ会議をどう使いますか。

○　相手の先生とプログラムの打ち合わせをどうしますか。

○　互いの成果をどう形にしますか。成果をどう評価しますか。

○　相手から長らく反応がない場合、どうしますか。

○　問題が発生した場合、どこへアドバイスやヘルプを求めますか。.

○　時差や休日、授業の違いなどをどうすり合わせますか。

○　子供達の言葉の壁をどうしますか。

○　先生の英語による交渉力に不安はありませんか。

○　いつも気軽に日本語で相談できる先がありますか。

○　多くの国の先生とプロジェクトを進める場合、コーデイネータがいますか。

○　各国の先生と会って親交・信頼を深め、プロジェクトを企画できますか。○　情報交換・意見交換のできる日本語の連絡会や研究会がありますか。

これらのハードルを前にして、前例に乏しく情報不足で全容が見えてこない現実に、やがて先生の意気込みは消えていきます。先生の思いとは裏腹に、慣れないハードルの高さに不安感が募ります。例え勇気の一歩を踏み出したとしても、最初のハードルで挫折する場合があります。

そこで、インターネットを使った国際間交流学習を希望される先生や子供達が安心して参加できる世界規模の学校間交流学習ネットワークI*EARN（International　Education　and　Resource　Network）をご紹介します。

I*EARNの世界では、上記の殆どのハードルをクリアする鍵があります。メンバーである各国の先生たちが、ネットワークを使い、年一回開催されるI*EARN国際会議で会い、各種のオンラインプロジェクトを育てて、皆さんの参加を待っています。本日のワークショップは、皆さんが、このネットワークを使って、より自由に国際交流・国際プロジェクトを進められ、海外の教師の仲間入りをされますようにと企画したものです。

アイ　アーン：子供を結ぶ　オンラインプロジェクト

アイ　アーン：International Education and Resource Network:

教育と情報を共有する国際ネットワーク

総合的な学習の時間にズバリ使える・総合的な学習の本命
世界中の先生の集まり

93カ国・４０00校・40万人・１１４プロジェクトの教育ネットワーク

非営利教育組織

毎年のI*EARN国際会議が世界の先生を一つにする

I*EARNは　ヒューマンネットワーク

ピープル　ファースト・テクノロジー　セカンド

ローコスト　ハイパーフォーマンス

子供達のつながりが、世界を変える

プロジェクト自由参加・無料

１１４のプロジェクトが日本の学校の参加を待っている

21世紀の英語教育が見える

英語教育をここで生かす・英語教育活用の本場

学校のIT化は学校の国際化

学校の情報技術がここで生きる・学校の情報技術をここで生かす

IT＋先生ネットワーク＋地域ネットワーク＝子供が世界へデビュ－

国際理解・国際交流､　いろんな国と友達になる先生同士・生徒同士

地球・環境・社会問題を身近に捉える国際感覚

コーデイネータはＩ＊ＥＡＲＮ Ｊａｐａｎ
タイムスケジュール　　司会：畑井克彦

２：００　　挨拶・全員自己紹介　

２：１０　　アジェンダ紹介・アクションシート記入

２：１５　　I*EARNの世界　

I*EARN(アイアーン)ってなに？　　

I*ＥＡＲＮプロジェクト実践紹介　

· Teddy Bear Project　（臼井先生） 

http://www.iearn.org.au/tbear/
　　＊Folk Tales Project　　http://www.flameghana.org/ictprojects/folktalevalue/folktales.html
· Lab’sAlive (Jo’s presentation)

  http://www.araratcc.vic.edu.au/users/web/labsalive/index.htm
＊　Solar　Cooker

　http://www.kyushu-id.ac.jp/youthcan0101.html
· Dream　School　Project　

  http://www.araratcc.vic.edu.au/users/web/dreamschool/index.htm
I*EARN　ウェブフォーラム紹介　

I*EARN　Japan　ネットワークのしくみとサービス 

①アイアーンML

②アイアーンHP http://jearn.kyushu-id.ac.jp
③アイアーン会員

④グローバルプロジェクトFire隊員・

⑤アイアーン事務局

⑥I*EARN　Japanサービスと会員申込み　(資料)

ネットワークを活性化する国際会議　

　　　　　①　Ｉ＊ＥＡＲＮ国際会議とテーマ（資料）

　　　　　②　第７回　Ｉ＊ＥＡＲＮ北京国際会議（60ヶ国460名参加）報告
  　　　     　　北京でのビデオを通して（ビデオ１５分）
3 第８回　一緒にケープタウンへ行こう

4 ２００３年日本開催へ向けて
３：３５　 総合的な話し合い　一般的な質問・コメント

３：５０　 個別・グループで取り組み検討

４：２０　 まとめ　全員

４：２５　 アンケート記入　　　　　　　　　　　　　

４：３０　 終了  


I*EARN　Japan　サービス
A      I*EARNプロジェクトの普及とコーディネート、
トラブル対応　　　　　　

B     ２００１年度１１４プロジェクト紹介・日本語版作成

C　　2週間毎のiEARN　News　FlashやiEARN関連
ニュースの日本語による配布

D      I*EARN JAPANホームページ作成・維持　http://jearn.kyushu-id.ac.jp
E　   I*EARN JAPANメーリングリストの維持・活性化

F　     I*EARN国際会議への参加とその報告

G　　各地でのI*EARNセミナー・ワークショップ開催

H      ２００３年I*EARN国際会議実現へ向けて準備

I　　アイアーンメンバー登録とID・パスワード発行

J　　I*EARN本部　他支部との関連事務

I*EARN Japan事務局　高木洋子

　　　　　569-1036  大阪府高槻市塚脇１－１１－２５

　　　　　ＴＥＬ：0726-88-3415　ＦＡＸ：0726-80-2115

iearn@jearn.kyushu-id.ac.jp　

I*EARN Japan:   http://jearn.kyushu-id.ac.jp
I*EARN :   http://www.iearn.org
	アイアーン（I*EARN JAPAN ）会員登録

	iearnjapannetwork・iearnjapannetwork・iearnjapannetwork・iearnjapannetwork・iearnjapannetwor・ 


●アイアーン会員概要 



１　個人会員
① アイアーン（iEARN　Japan）MLへの参加
② ID・Passwordの発行
＊このID・Passwordを使って、iEARN（iEARNセンター）へ
　ユーザー登録し、　iEARNオンラインフォーラムへ参加できます。
＊このID・Passwordを使って同じ学校の他の先生や生徒達の複数のユーザー登録ができます。　　
③iEARNデーターベースへの入り方をお教えします。
③iEARNセンター、アイアーンジャパンからの情報提供（英語・日本語）
④iEARNプロジェクト参加のコーデイネート・ヘルプデスク　サービス
⑤会員はアイアーン活動に対し寄付支援ができます。 一口2000円
⑥会員はアイアーンを中心としたグローバルプロジェクト普及活動隊員になることができます。
申込みメールの送付先： register@jearn.kyushu-id.ac.jp
	　　　　　　　　　　　　個人会員　アイアーン申込書　
・ 申し込み日：　　年　　月　　日
・ 氏名（漢字）：
・ 氏名（ローマ字）：
・ メールアドレス：
・ 所属　（学科・担当科目も記入）：
・ 所属住所（郵便番号）
・ 所属　電話／ファックス：
・ Home page：
・ 個人連絡先　電話／ファックス：
・ iEARN　ID・Password　取得希望：YES　　NO
・ アイアーンジャパン活動へ寄付一口￥２０００（　　　）口　金額￥　
・アイアーンボランテイア活動隊員（GP-Fire）希望　YES　　NO　　　
　


　

I*EARN 国際会議とテーマ
第１回(1994年)　アルゼンチン

第２回(1995年)　メルボルン、オーストラリア

Come, my friends , 'Tis not too late to seek a newer world.

みんな、おいでよ。まだまだもっと新しい世界を探せるよ

第３回(1996年)　ブタペスト、ハンガリー
Struggling with basic issues using the telecommunication in the class room

クラスルームにおけるテレコミュニケーション使用時の問題克服をめざして

第４回(1997年)　カタロニァ、スペイン

Cultural Diversity and Global Community

文化の多様性と世界のコミュニティー

第５回(1998年)　チャタヌーガ、テネシー、アメリカ

Linking Communities to Make a Difference

みんなでひとつになってよりよい社会をつくろう！


第６回(1999年)　サンユァン、プエルトリコ

Language, Culture, and Equity through Global　Learning Networks"
世界の学習ネットワークからから見る、言葉、文化、平等　

第７回(2000年）北京、中国

Sharing and Understanding

共有と理解

第８回（2001年）ケープタウン　南アフリカ

Education in the Internet Age

インターネット時代の教育

Web sites for I*EARN workshop
アイアーンジャパン：http://jearn.kyushu-id.ac.jp/
I*EARN:　　http://www.iearn.org
Teddy Bear Project:
http://jearn.kyushu-id.ac.jp/teddyinmie.html

http://www.iearn.org.au/tbear/
Labs’Alive　Project：

http://www.araratcc.vic.edu.au/users/web/labsalive/index.htm
環境プロジェクト：

http://www.araratcc.vic.edu.au/users/web/labsalive/solar.htm
Solar　Cooking：

http://www.miamicountryday.org/aces/solar/
http://jearn.kyushu-id.ac.jp/youthcan0101.html
Dream　School　Project:

http://www.araratcc.vic.edu.au/users/web/dreamschool/index.htm
Fork　Tales　Project:　

http://www.nsc.ru/folk/

http://www.flameghana.org/ictprojects/folktalevalue/folktales.html

iEARN プロジェクトリスト日本語：

http://jearn.kyushu-id.ac.jp/114project.html
iEARN プロジェクト成果冊子：

http://www.iearn.org/publicationform.pdf
アイアーン会員登録：

http://jearn.kyushu-id.ac.jp/mltouroku.html
iEARN国際会議北京報告：

http://www.dd.iij4u.or.jp/~kazuko/beijing.html
iEARN国際会議ケープタウン案内：http://www.itami.ed.jp/gp/capetown/WebPage/index.htm
iEARN国際会議日本開催賛同サイン：http://www.itami.ed.jp/gp/prospect2.htm
高木のインタービューサイト：http://www.terakoya.yomiuri.co.jp/saizensen/report/02/s_takagi.html

「世界規模の学校間交流学習ネットワーク」

第６回　I*EARN　ワークショップ

アンケート

本日はお忙しい中、お集まり頂きありがとうございました。

世界規模の学校間交流学習ネットワーク（Ｉ＊ＥＡＲＮ）とはどういうもので、どのようなことを行い、皆様にどのように利用していただけるかを中心にお話をさせていただきました。　国際交流学習はこのようにして実現できるものだ、ということをお解かりいただけたかと思います。皆様の率直なご意見を挙げていただき、これからの参考にさせていただきたいと存じます。ご協力の程よろしくお願いいたします。
1 Ｉ＊ＥＡＲＮがどのようなものか理解できましたか。

ａ．理解できた

ｂ．大体理解できた

ｃ．理解できなかった

　　どういう点が理解できませんでしたか：　　　　　　　　　　　　　　

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 オンライン国際交流学習プロジェクトはどのようなものか理解できましたか。

ａ．理解できた

ｂ．大体理解できた

ｃ．理解できなかった

　　どういう点が理解できませんでしたか：　　　　　　　　　　　　　　

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 Ｉ＊ＥＡＲＮプロジェクトで参加したいものがありますか。

a.　はい　（プロジェクト名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

b. いいえ

④　Ｉ＊ＥＡＲＮのことでもっと詳しく知りたい点は何ですか。不安な点は何ですか．

⑤　I*EARN　Japanネットワークのしくみとサービスが、お分かりいただけましたか。

ａ．理解できた

ｂ．大体理解できた

ｃ．理解できなかった

　　どういう点が理解できませんでしたか：　　　　　　　　　　　　　　

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑥　あなたはアイアーン情報やグローバルプロジェクト情報を得るために、アイアーンメーリングリストに加入しますか。

a. 加入する

b. 加入しない

⑦　　あなたはアイアーン会員になって、iEARNフォーラムへ出入りするためのIDやパスワードを取得しますか。

ａ．アイアーン会員になる　　別途、アイアーン会員登録書にご記入ください。

ｂ．わからない

8 　あなたは、アイアーンやグローバルプロジェクトの普及活動に、Fire隊員として　

　参加しませんか。

ａ．目指してみる

ｂ．目指すつもりはない

⑨　I*EARN国際会議の意義と雰囲気をお解かりいただけましたか。

ａ．理解できた

ｂ．大体理解できた

ｃ．理解できなかった

　　どういう点が理解できませんでしたか：　　　　　　　　　　　　　　

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10 私達はI*ＥＡＲＮ国際会議を２００３年に、この日本で開催したいと思っています。そのために、ぜひ皆様のお知恵をお借りしたいと思います。またアイアーンHP上の日本開催趣意書にサインをお願いします。　

　 自由にご意見をお願いいたします。

（開催場所、スタッフ、企画、財務等々、なんでも結構です。

　　　　　　　　　　　　　　よし、仲間に入ろうという方大歓迎です！）

11 あなたの今日の目標は、ゲットできましたか。

12 その他、ワークショップについてご意見がありましたら、ご記入ください。

ご協力ありがとうございました。

学校・会社名、ご芳名、メールアドレスをよろしければ、ご記入ください。

学校・会社名

ご芳名：

メールアドレス：

